エスドラ分科会

Esperanto-Drucker-Fakkunsido

Jek100 14an (dim) 10:40-12:10 la ĉambro 406

「これまでのエスペラント運動のあり方を、社会状況に応じ進化させるため、ドラッカーの「マネジメント」の視点から考えなおす分科会」を省略して「エスドラ分科会」と名付けました。
Ni rekonsideru, kiel devas esti Espereranto-movado, el vidpunkto de la ideo skribita en la libro "Administrado" verkita de P.F. Drucker por ke Esperanto-movado evoluiĝu laŭ homaj pensoj kaj vivoj en nuna socio.
用語は日本語とします。自由な討論により啓発しあい良いアイデアを求めるためです。

Laborlingvo en tiu ĉi kunsido estas la Japana.  En la sesio ni libere diskutu kaj klerigu unu la alian por trovi bonan ideon.
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この分科会は右の表紙コピーの岩崎夏海著

「もし高校野球の女子マネジャーがドラッカーの『マネジメント』を読んだら」（もしドラ）から啓示をもらいました。

Tiu ĉi fakkunsido naskiĝis inspirite de la verkaĵo de s-ro IWASAKI Natumi “Se knabino-administranto de supermezlerneja basbalo-teamo legus  la libron "Administrado"  de P. F. Drucker.

「エスドラ分科会」は「エスペラント会懇談会」（12日（土）13:00-14:30会場307号室）に引き続き行う同様の分科会で、どのようにすればエスペラント界を発展させることが出来るかを話し合い、衆知を集め、啓発し合うものです。
しかし、少し視点を変えて、ドラッカーの「マネジメント」の視点で、奇想天外なアイデアも歓迎して、「私にとってのエスペラント宣言は、1996年、チェコのプラハで開かれた第81回世界エスペラント大会で採択された「プラハ宣言」とは違い、こうだ」との意見交換も含めて行いたいと思います。
Esperanto-Drucker-Fakkunsido estas frata kunsido de  "Fakkunsido por konferenco de Esperanto-societoj" .  Ambaŭ celas serĉi bonan manieron por prospero de Esperanto-movado. 
ドラッカーの「マネジメント」中、分科会に関連するキーワード

Gravaj frazoj el la libro "Administrado" de Drucker por nia kunsido
（文中「企業」は「エスペラント会」など適当な主体に置き換えてください。）
1. 企業の目的の定義は一つしかない。それは、顧客を創造することである。企業はすでに要求が感じられているところへ、その要求を満足させる手段を提供する。有効需要に変えられて初めて顧客と市場が誕生する。要求が感じられていないこともある。コピー機やコンピュータへの要求は、それが手に入るようになって初めて生まれた。La celo de entrepreno estas nur unu. Ĝi estas krei klienton.

2. 真のマーケティングは顧客からスタートする。「われわれは何を売りたいか」ではなく「顧客は何を買いたいか」を問う。Ni demandu, kion klientoj volas aĉeti
3. 「われわれの事業は何か」との問いは、ほとんどの場合、答えること事が難しい問題である。事業の成功は、その問いに対する答えを考え、明確にすることによってもたらされている。この問いに答えるには顧客からスタートしなければならない。すなわち顧客の価値、欲求、期待、現実、状況、行動からスタートしなければならない。Respondi al la demando "kio estas nia entrepreno" estas malfacile.  Por respondi al ĉi tiu demando ni devas komenci esplori el kliento pri ilia volo ktp.

4. 従って「顧客は誰か」との問いこそ、個々の企業の使命を定義するうえで、もっとも重要な問いである。やさしい問いではない。まして答えのわかりきった問いではない。しかるに、この問い対する答えによって、企業が自らをどう定義するかがほぼ決まってくる。"Kiaj estas niaj klientoj?" estas grava demando.  Difino de nia entrepreno estos decidita laŭ respondo kontraŭ tiu demando.
5. 企業は社会と経済の中に存在する被創造物である。社会や経済は、いかなる企業も一夜にして消滅させる力を持つ。企業は、社会や経済の許しがあって存在しているのであり社会と経済が、その企業が有用かつ生産的な仕事をしていると見なす限りにおいて、その存在を許されているに過ぎない。Ni estas kreitaĵo de socio. Kiam socio ne bezonos nin, tuj ni perdiĝos.
6. イノベーションなる言葉は、技術用語ではない。経済用語であり社会用語である。イノベーションをイノベーションたらしめるものは、科学や技術そのものではない。経済や社会にもたらす変化である。消費者、生産者、市民、学生その他の人間行動にもたらす変化である。イノベーションが生み出すものは、単なる知識ではなく、新たな価値、富、行動である。 La vorto "novigo" ne estas teknika termino.  Ĝi estas teknika termino de ekonimio kaj de socio.  Novigo naskas novan valoron, riĉecon kaj agadon.
7. イノベーションの戦略の一歩は、古いもの、死につつあるもの、陳腐化したものを計画的かつ体系的に捨てることである。イノベーションを行う組織は、昨日を守るために時間と資源を使わない。昨日を捨ててこそ、資源、特に人材という貴重な資源を新しいもののために解放できる。La unua paŝo de novigo-strategio estas forĵeti malnovan mortantan aĵon.
8. 動機づけ、特に知識労働者の動機づけは、ボランティアの動機づけと同じである。ボランティアはまさに報酬を手にしないがゆえに、仕事そのものから満足を得なければならない。挑戦の機会が与えられなければならない。組織の使命を知り、それを最高のものものとして、献身できなければならない。よりよい仕事のための訓練を受けられなければならない。成果を理解できなければならない。Instigo al intelektaj laborantoj kaj volontuloj estas samaj.  Ili devas havi kontenton per laboro mem.

